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個人情報保護に関するマニュアル 

 

1. 臨地実習中における情報の取扱い 

 学生は、不特定多数の患者の診療情報や実習施設の利用者の個人情報を容易に入手で

きる環境で実習を行い、専門職が行うケアの一部を実施するため、プライバシーに関わ

る情報を保持することも少なくない。当然、学生には守秘義務が生じ、実習記録の保管

やプライバシー保護にも診療記録や看護記録等と同等の配慮が必要となる。 

 教員は学生が実習期間中に知り得た情報についての取扱いや実習施設が管理する記

録等の取扱いについて教育・指導し、個人情報の漏えいは不法行為であることを学生に

認識させるよう指導する。 

2. 個人情報とは 

 「生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日、その他

の記述などにより、個人を識別することができるもの」（個人情報保護法） 

（１） 個人情報の基本分類 

① 基本属性情報･･･氏名、生年月日、性別、現住所、家族、電話番号、電子メー

ルアドレス、職業、肖像などの情報 

② 注意を要する情報･･･学歴、結婚歴、趣味、嗜好、性格や心理テストの情報、

金融や資産に関する情報 

③ センシティブ情報･･･思想、信条、宗教に関する事項。人種、民族、本籍地、

精神障害、犯罪歴、その他社会的な差別の原因となる事項。保健、医療および

性生活についての情報 

（２） 個人情報に該当する事例 

① 本人の氏名、生年月日、連絡先（住所、居所、電話番号、メールアドレス）  

会社における職位または所属に関する情報で本人の名前を組み合わせたもの 

② 本人の識別ができる画像情報 

③ 雇用関係情報 

④ 個人情報を取得した後に付加生成した情報など 

3. 個人情報利用目的と範囲について 

（１）実習を通して知り得るあらゆる情報は、学生の実習を目的とした範囲で利用す  

る。 

（２）個人情報の取り扱いについては、実習施設が定めた個人情報保護方針に従う。 

4. 学生への個人情報保護のための教育 

（１）法に基づく患者情報の取扱いについて 

① 一般倫理上の守秘について 

② 医療専門職者としての守秘義務について 

③ 個人情報保護法における守秘義務について 
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④ 自己の責任について 

   などを関連科目で教授する。 

（２）会話の制限（知り得た個人情報の漏えい防止） 

① 患者またはその家族および実習で知り得た情報に関して、更衣室、電車、バス 

  等を含む公共の場における会話を禁止する。 

② 患者またはその家族および実習で知り得た情報に関して、メール等でのやり取

りを禁止する。 

③ 患者またはその家族および実習で知り得た情報に関して、不特定多数の者が閲

覧する可能性のある媒体（ブログ等含む）への掲載を禁止する。 

（３）実習記録の取扱い（実習記録およびその持ち運び制限と保管について） 

① 実習記録は、2 穴のファイルに綴じ込み、第三者が手に取ることができる場所

には置かない。 

② 実習記録の作成にパソコン等の電子媒体を使用した場合、ハードディスクには

保存せず、USB メモリーやフロッピーにデータをパスワードを設定して保存

し、鍵付きの引き出しなどに保管して厳重に管理し、持ち運びの回数を最小限

に留める。 

③ 実習記録ファイルは、所定の場所（実習先、自宅、学校）以外に持ち出したり、

開いたりしない。 

④ 実習記録は、原則として複写しない。カンファレンス等でやむを得ず複写した

場合は、担当教員の指示に従いシュレッダーにかける。 

⑤ 実習記録について、メール等でやり取りを行うことを禁止する。 

⑥ 実習中に使用するメモ等は、ばらばらにならないものを使用し、置き忘れ等の

ないよう取り扱いに注意する。 

⑦ 使用を終了したカンファレンス資料等の記録物は処分する。 

⑧ 実習記録は、実習終了後、指定の期日までに担当教員に提出する。 

⑨ 実習記録を提出する際は、ページ番号を記載し、受渡しの際に枚数を確認する。 

⑩ 実習終了後、学生が学習のために実習記録が必要な場合は、教員に申し出れば、

自分の実習記録に限って閲覧が可能である。ただし、一時的な閲覧のみであっ

て、貸し出しはしない。 

（４）実習記録等への記載方法 

① 氏名は、A 氏、B 氏・・・と記述する。 

② 年齢は、「○○歳代」と記述する。 

③ 個人が特定できる生年月日・住所・電話番号などの情報は、記述しない。 

④ 学歴や宗教・財産や収入などの個人情報及び思想・信念に関する情報は、記述

しない。 

⑤ 職業・勤務先・役職名などは記述しない。 
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⑥ 家族構成については、援助に必要がある場合のみ記述する。 

⑦ 不要な情報、不確実な情報を記載しない。 

（５）実習施設が管理する記録類（診療録、看護記録、検査データ等）の取扱い 

① 実習施設の許可を得てから閲覧する。 

② 実習施設が指定する所定の場所・方法にて閲覧する。 

③ 受け持ち患者以外のものを閲覧することを禁止する。 

④ 診療録、看護記録、検査データなど対象者に関する記録類の複写・電子媒体へ

の複製を禁止する。 

⑤ 電子記録を使用している実習施設では電子情報の閲覧のみとする。 

⑥ 詳細は実習指導者の指示に従う。 

（６）学生による看護記録等の記載 

  学生は、実習施設が管理する記録類に記載や入力をしない。 

5. 教員・実習指導者の心得 

（１）事前に得る患者情報について 

① 実習に先立ち、実習施設から受け持ちとなりうる患者の情報を入手する際は、

ファックスやメールを使わず、教員が直接実習施設に出向く。 

② 実習施設から得た患者の情報を学生に伝える際は、口頭で伝える。患者の情

報が記載された紙面を学生に渡した場合は、複写を禁じ、所定の場所で閲覧

後返却させる。 

（２）学生の記録物について 

① 実習記録の記載内容は、容易に個人が特定されるような記載を避けるよう指

導する。 

② 実習記録は実習終了後、大学に保管する。 

③ 実習記録の保管期間は当該学生の在籍期間とし、当該学生の卒業または退学

時に校内のシュレッダーにかけ処分する。 

④ 使用を終了したカンファレンス資料等の記録物は処分する。 

⑤ 記録物には学生の個人情報も含まれていることを認識し、紛失等のないよう

に細心の注意を払う。紛失した場合は「事故発生時の対応図」＜別紙１＞に

基づき対応する。 

（３）実習施設が管理する記録類の取扱いについて 

    実習施設の患者に関する記録類は各施設において管理されている書類である。

そのため、それらの記録類の取扱いについては、実習指導者がオリエンテーショ

ンを実施し、各施設の方針に従うよう指導する。 

（４）誓約書について 

    学生の受け持ち患者選定から患者に同意を得る実際のプロセスは、学校と実習

施設との間に次のような手順を設け、患者の個人情報を適切に取り扱う。 
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① 実習開始前は、病棟で学生の受け持ち患者を選定し、実習指導者または看護師

長が患者に口頭で説明し同意を得る。担当教員は実習施設側と協議しながら担

当学生を決める。 

② 患者受け持ち開始時は、担当教員と実習指導者が患者に実習の趣旨・目的を説

明し、理解を得た上で同意を得る。また、学生が看護援助を行う場合、担当教

員や実習指導者が助言・指導を行い、技術を習得させてから臨ませること、学

生の受け持ちに同意した後も受け持ちの拒否は無条件にできること、これによ

って看護及び診療上の不利益になることはないこと、実習を通して知り得た患

者とその家族に関する情報については、これを他に漏らすことのないようプラ

イバシーの保護に十分に留意することについて説明する。 

③ 大学は「個人情報の取扱いに関する誓約書」＜別紙 2＞を実習施設側に提出す

る。実習施設側で学生個人の誓約書を求めた場合はそれに応じる。 

（５）学生の個人情報について 

① 学生の成績や特性などは情報の保護の範疇とするが、実習の学習効果を上げ

る目的がある場合に限り、熟慮の上で実習指導者と共有することは差し支え

ないものとする。 

② 対象者に及ぼす影響が大きいと考えられる情報（たとえば小児看護学実習で

は予防接種の状況等）については、関係施設に提供する。 

（６）実習記録の開示について 

    学生の実習記録の開示を患者やその家族に求められた場合、原則として開示す

る必要はないと考えられている。しかしながら、学生は患者やその家族の同意を

得て実習を行っていることを踏まえ、開示を求めた患者の状況により可能な範囲

で応じる。その判断は教員間の協議によるものとする。 

（７）実習に関わる個人情報漏えい時の対応方法について 

① 個人情報の漏えい等、個人情報保護に関する何らかの事故が発生した場合には、

「事故発生時の対応図」＜別紙 1＞に基づき必要な対応を行う。 

② 事故の予測や事故の再発防止の対策と情報共有を目的に、事故または重大な事

故に至る可能性がある事態が発生した場合は、「個人情報の取扱いに関する事

故報告書」＜別紙 3＞を提出する。 
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＜別紙 1＞ 

対
応
協
議

事故報告

保険等
の相談

必要時報告

実習施設責任者 看護学部長

事故発生時の対応図

学生

直
ち
に
報
告

個人情報の取扱いに
関する事故報告書

学
生
課

実習指導者 担当教員

実習施設指導責任者 各実習責任教員

直ちに報告

速
や
か
に
提
出

保
証
人

学長

対
応
策
の
報
告

対象者　（患者とそのご家族）

 

 

【対応手順】 

① 事故発生時、学生はただちに実習指導者及び担当教員に連絡し、その指示により行動

する。 

※被害が発生しないインシデント（ヒヤリハット）の場合も、学生は速やかに担当教員、

実習指導者に連絡する。 

② 担当教員は実習指導者と協働し、事故の状況を確認する。 

③ 担当教員は実習指導者、実習施設指導責任者と対応を協議する。 

④ 担当教員は各実習責任教員に事故の発生状況、処置状況及び今後の対応を報告する。 

⑤ 各実習責任教員は看護学部長に事故の状況等を報告相談する。 
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＜別紙 2＞ 

 

 

 

個人情報の取扱いに関する誓約書 

 

 

           病院 

            様 

 

 

 この度、貴施設において、実習をさせていただくにあたり、個人情報の取扱いについて

下記の事項を約束いたします。 

 

 

記 

 

1. 実習に際しては、貴施設の諸規程を遵守させます。万一、学生若しくは教員の故意又

は過失による事故等により貴施設に損害を及ぼした場合は、当方が一切の責任を負い

ます。 

2. 実習中及びその前後における事故等によって生じた問題に関しては、貴施設と本学が

平成○○年○○月○○日に締結した実習委託契約書に基づき処理を行います。 

3. 実習に関する守秘事項に関しては、これを遵守します。 

 

 

 

  年   月   日 

神戸女子大学学長 

○印  
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＜別紙 3＞ 

  年   月   日 

 

 

個人情報の取扱いに関する事故報告書 

 

 

 

神戸女子大学 看護学部看護学科 

学籍番号： 

氏  名： 

 

1. 事故の発生の日時・場所 

(ア) 発生日時：   年   月   日   時   分頃 

 

(イ) 発生場所： 

 

 

2. 事故発生の状況・結果（記入者：学生） 

 

 

 

 

3. 学生の今後の取り組み（記入者：学生） 

 

 

 

 

4. 事故の対処と学生への教育指導（記入者：教員） 



資料15
臨地実習学生配置表

※初年度（平成27年度）の月と週数で作成
年間週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4

3/30 4/6 4/13 4/20 4/27 5/4 5/11 5/18 5/25 6/1 6/8 6/15 6/22 6/29 7/6 7/13 7/20 7/27 8/3 8/10 8/17 8/24 8/31 9/7 9/14 9/21 9/28 10/5 10/12 10/19 10/26 11/2 11/9 11/16 11/23 11/30 12/7 12/14 12/21 12/28 1/4 1/11 1/18 1/25 2/1 2/8 2/15 2/22 2/29 3/7 3/14 3/21

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

配当年次 グループ 4/3 4/10 4/17 4/24 5/1 5/8 5/15 5/22 5/29 6/5 6/12 6/19 6/26 7/3 7/10 7/17 7/24 7/31 8/7 8/14 8/21 8/28 9/4 9/11 9/18 9/25 10/2 10/9 10/16 10/23 10/30 11/6 11/13 11/20 11/27 12/4 12/11 12/18 12/25 1/1 1/8 1/15 1/22 1/29 2/5 2/12 2/19 2/26 3/4 3/11 3/18 3/25

1年次 1G 5名
2G 5名
3G 5名
4G 5名
5G 5名
6G 5名 敬愛会

7G 5名
8G 5名
9G 5名
10G 5名
11G 5名
12G 5名
13G 5名
14G 5名 敬愛会

15G 5名
16G 5名

2年次 1G 5名
2G 5名
3G 5名
4G 5名
5G 5名
6G 5名
7G 5名
8G 5名
9G 5名
10G 5名
11G 5名
12G 5名
13G 5名
14G 5名
15G 5名
16G 5名

3年次 1G 5名
2G 5名
3G 5名
4G 5名
5G 5名
6G 5名
7G 5名
8G 5名
9G 5名
10G 5名
11G 5名
12G 5名
13G 5名
14G 5名
15G 5名
16G 5名

4年次
保健所等

総合実習：助産学実習と同施設

課題探究：助産学実習と同施設

※1　特別支援学校体験活動はこの期間の内1週間

※2　助産学実習の期間は8週間以上、法定の症例数を満たすまで

※3　養護実習Ａはこの期間の内3週間、養護実習Ｂは2週間

特別支援学校等

（前からの続き）（10日間）

助産師（8名）

養護教諭（希望者）

（前からの続き）

（前からの続き）

（前からの続き）

（前からの続き）（4週間分）

（実習場所は当該前年度に決定）

全員
（助産師除く） 総合実習 課題探究（10日間）

上田病院　4名

聖マリア　　2名

済生会　　2名

保健師（20名） 保健所等

養護教諭（希望者） 特別支援学校等

聖マリア

県立こども

第二協立

なでしこ 甲南

協立温泉 県立こども

西宮市立

神戸市立中央

協立温泉 関西労災 関西労災

明石市民
県立西宮

明石市民

協立温泉 神戸中央 関西労災

明石市民
六アイ 明石市民

神戸徳洲会
神戸市立中央

県立こども

甲南 第二協立 西宮市立

関西労災

県立こども

甲南

明石 六アイ

明石市民 県立西宮
明石市民

県立こども

神戸市立中央
パルモア 六アイ

第二協立 甲南 神戸中央

県立光風

甲南

明石 六アイ

明石市民 県立光風

六アイ 明石

明石市民 県立光風

39 10 11 12 1 2

六アイ 明石

甲南
介護

高倉
台幼
稚園

ポート
ピアス
テイ

六ア
イ ウエル

ハウス
西宮

中山手
保育園

西宮
市立

高倉
台幼
稚園

甲南
介護

甲南
ポート
ピアス
テイ

関西
労災

協立
温泉 中山手

保育園

ウエル
ハウス
西宮

H27年度
2015-2016

4 5 6 7 8

明石
市民

県立光風

関西労災 なでしこ 協立温泉

赤穂市民
明石市民

六アイ 明石市民

パルモア 神戸徳洲会
神戸市立中央

第二協立 甲南

明石市民

聖マリア

人

数 

日 

  医療看護実習

コミュニティ看護実習Ⅰ 

成育看護実習Ⅰ 

コミュニティ看護実習Ⅱ（老年） 

医療看護実習Ⅱ（精神） 

医療看護実習Ⅱ（急性期） 

医療看護実習Ⅱ（慢性期） 

成育看護実習Ⅱ（小児） 

成育看護実習Ⅱ（母性） 

   助産学実習※2 

公衆衛生看護管理論実習 

     養護実習A（養護実習B）※3 

授 業 期 間 授 業 期 間 授 業 期 間 

公衆衛生看護活動論実習 

特別支援学校体験活動※1 

特別支援学校体験活動※1 

1



資料16

臨地実習教員配置表
（1年次、2年次） ※初年度（平成27年度）の月と週数で作成

年間週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4

3/30 4/6 4/13 4/20 4/27 5/4 5/11 5/18 5/25 6/1 6/8 6/15 6/22 6/29 7/6 7/13 7/20 7/27 8/3 8/10 8/17 8/24 8/31 9/7 9/14 9/21 9/28 10/5 10/12 10/19 10/26 11/2 11/9 11/16 11/23 11/30 12/7 12/14 12/21 12/28 1/4 1/11 1/18 1/25 2/1 2/8 2/15 2/22 2/29 3/7 3/14 3/21

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
配当年次 グループ 4/3 4/10 4/17 4/24 5/1 5/8 5/15 5/22 5/29 6/5 6/12 6/19 6/26 7/3 7/10 7/17 7/24 7/31 8/7 8/14 8/21 8/28 9/4 9/11 9/18 9/25 10/2 10/9 10/16 10/23 10/30 11/6 11/13 11/20 11/27 12/4 12/11 12/18 12/25 1/1 1/8 1/15 1/22 1/29 2/5 2/12 2/19 2/26 3/4 3/11 3/18 3/25

1年次 1G 5名

2G 5名

3G 5名

4G 5名

5G 5名

6G 5名 敬愛会

7G 5名

8G 5名

9G 5名

10G 5名

11G 5名

12G 5名

13G 5名

14G 5名 敬愛会

15G 5名

16G 5名

2年次 1G 5名

2G 5名

3G 5名

4G 5名

5G 5名

6G 5名

7G 5名

8G 5名

9G 5名

10G 5名

11G 5名

12G 5名

13G 5名

14G 5名

15G 5名

16G 5名

略称

8
H27年度

2015-2016

4 5 6 7 3

明石市
民

藤原講師
助手c
助手e
助手f(Ｈ27
は助手ｇ)

福山講師
甲南介

護

高倉台
幼稚園

西方助教
岡本助教
助手g

川喜田准教授
(H27は藤田教授)

助手a

ポートピ
アステイ

9 10 11 12 1 2

菅野講師
（H27は田
村准教授）西宮市

立
玉木教授

西方助教
岡本助教

助手g

高倉台
幼稚園

甲南介
護

福山講師

甲南
奥井助教
（H27は馬
場講師）

ポートピ
アステイ

六アイ 大谷講師
深山助教（H27は馬場講師）

小林助教
溝畑助教

ウエル
ハウス
西宮

中山手
保育園

県立光風
(助手c)

川喜田准教
授(H27は藤
田教授)
助手a

関西労
災

鷲田助教
（H27、28は牛
越講師）

協立温
泉

元木講師
助手d（H27
は助手a）

深山助教
（H27は馬
場講師）

菅野講師（H27は田
村准教授）

中山手
保育園

ウエル
ハウス
西宮

小林助教
溝畑助教

明石市民
(深山助教)

県立光風
(助手c)

六アイ
(助手b)

明石
（助手d）

明石市民
(深山助教)

六アイ
(助手b)

明石
（助手d）

県立光風
(助手c)

甲南
(深山助教)

明石
（助手d）

六アイ
(助手b)

甲南
(深山助教)

明石
（助手d）

六アイ
(助手b)

養護教諭（希望者）
特別支援学校等

（丸山講師）

県立光風 兵庫県立光風病院 甲南 甲南病院

県立光風
(助手c)

特別支援学校等
（丸山講師）

略称 病院名 略称 病院名

西宮市立 西宮市立中央病院 甲南介護 甲南介護老人保健施設

明石市民 明石市立市民病院 中山手保育園 神女中山手保育園

六甲アイランド甲南病院

協立温泉 協立温泉病院

明石 明石病院

ウエルハウス西宮 介護老人保健施設ウエルハウス西宮 ポートピアステイ 神戸老人保健施設 神戸ポートピアステイ

高倉台幼稚園 神戸女子大学附属高倉台幼稚園

敬愛会 西宮敬愛会病院

関西労災 関西労災病院 六アイ

人

数 

日日 

医療看護実習Ⅰ 

成育看護実習Ⅰ 

医療看護実習Ⅱ（精神） 

日

コミュニティ看護実習Ⅱ（老年） 

日

コミュニティ看護実習Ⅰ 

特別支援学校体験活動 

1



臨地実習教員配置表
（3年次、4年次） ※初年度（平成27年度）の月と週数で作成

年間週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4

3/30 4/6 4/13 4/20 4/27 5/4 5/11 5/18 5/25 6/1 6/8 6/15 6/22 6/29 7/6 7/13 7/20 7/27 8/3 8/10 8/17 8/24 8/31 9/7 9/14 9/21 9/28 10/5 10/12 10/19 10/26 11/2 11/9 11/16 11/23 11/30 12/7 12/14 12/21 12/28 1/4 1/11 1/18 1/25 2/1 2/8 2/15 2/22 2/29 3/7 3/14 3/21

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
配当年次 グループ 4/3 4/10 4/17 4/24 5/1 5/8 5/15 5/22 5/29 6/5 6/12 6/19 6/26 7/3 7/10 7/17 7/24 7/31 8/7 8/14 8/21 8/28 9/4 9/11 9/18 9/25 10/2 10/9 10/16 10/23 10/30 11/6 11/13 11/20 11/27 12/4 12/11 12/18 12/25 1/1 1/8 1/15 1/22 1/29 2/5 2/12 2/19 2/26 3/4 3/11 3/18 3/25

3年次 1G 5名

2G 5名

3G 5名

4G 5名

5G 5名

6G 5名

7G 5名

8G 5名

9G 5名

10G 5名

11G 5名

12G 5名

14G 5名

15G 5名

16G 5名

4年次

保健
所

←(魚里教授、小路講師、溝畑助教、小林助教、美濃助教、助手abｆ)

4名
2名
2名

※8週間以上、法定の症例数をみたすまで。

総合実習（地域・在宅）実習病院 課題探究実習病院 略称
人数 人数 人数 人数
10 4 10 4
4 4 4 4
5 4 5 4
6 4 6 4
5 4 5 4
5 4 5 4
5 4 5 4
7 4 7 4
5 4 5 4
4 4 4 4
4 107 4 20
2 2 20
5 5 20

167 あんしん（真野真陽） 真野真陽あんしんすこやかセンター

聖マリア 姫路聖マリア病院

関西労災 関西労災病院 兵庫県保健所 あんしん（平野西神） 平野西神あんしんすこやかセンター 宙訪問看護 宙訪問看護ステーション
第二協立 第二協立病院

上田病院 計 上田病院 富士電機 あんしん（鈴蘭台） 鈴蘭台あんしんすこやかセンター

神鋼ケア（岡本） 神鋼ケアライフ株式会社　岡本ステーション

済生会 済生会 神戸市保健所 あんしん（たかとり） たかとりあんしんすこやかセンター

神鋼ケア（垂水） 神鋼ケアライフ株式会社　垂水ステーション

総合リハ訪問看護 総合リハ訪問看護ステーション

神鋼ケアライフ株式会社　六甲ステーション神鋼ケア（六甲）協立温泉 神鋼ケア（岡本） 協立温泉 神鋼ケア（岡本） あんしん（三宮） 三宮あんしんすこやかセンター

神戸中央

六アイ 六甲アイランド甲南病院

神戸中央病院

甲南 神鋼ケア（六甲） 甲南 神鋼ケア（六甲） あさんて 訪問看護ステーションあさんて

済生会 済生会兵庫県病院

聖マリア 神鋼ケア（垂水） 聖マリア 神鋼ケア（垂水） 明石 明石病院
西宮市立 あんしん（真野真陽） 西宮市立 あんしん（真野真陽） 赤穂市民 赤穂市民病院   

パルモア パルモア病院

総合リハ訪問看護 あんしん（平野西神） 総合リハ訪問看護 あんしん（平野西神） 明石市民 明石市立市民病院

甲南 甲南病院
富士電機株式会社神戸工場

神戸徳洲会 神戸徳洲会病院

富士電機

県立光風 あんしん（たかとり） 県立光風 あんしん（たかとり） 西宮市立 西宮市立中央病院
神戸市立中央 あんしん（鈴蘭台） 神戸市立中央 あんしん（鈴蘭台） 神戸市立中央 神戸市立医療センター中央市民病院
明石病院 あんしん（三宮） 明石病院 あんしん（三宮） 県立西宮 兵庫県立西宮病院

関西労災 関西労災病院六アイ あさんて 六アイ あさんて 県立こども 兵庫県立こども病院
協立温泉 協立温泉病院

略称 病院名
明石市民 宙訪問看護 明石市民 宙訪問看護 県立光風 兵庫県立光風病院 上田病院 母と子の上田病院 なでしこレディースホスピタルなでしこ

（前からの続き）（10日間）

養護教諭（希望者） 小中高等学校等

病院 病院 病院 病院 略称 病院名 略称

助産師

上田病院(田村准教授) 上田病院(田村准教授)

聖マリア(牛越講師) 聖マリア(牛越講師)

済生会(岡本助教) 済生会(岡本助教) 

総合実習：助産学実習と同施設（下敷
領、田村、牛越、岡本） （前からの続き）（このうち4週間分）

課題探求：助産学実習と同施設（下敷
領、田村、牛越）

病院名

丸山講師
兼担：岸本教授、榎元教授

県立こども
(牛越講師)

全員
（助産師

除く）

実習施設下記参照
野並、東、魚里、藤田、玉木、
横内、内、馬場、福山、小路、
川喜田、大谷、藤原、元木、菅
野、丸山、深山、溝畑、小林、

奥井、鷲田、西方

実習施設下記参照　（10日間）
野並、東、魚里、藤田、玉木、横内、内、馬場、福山、小路、川喜田、大谷、藤原、元木、菅野、丸山

保健師（20名）

保健所
(魚里教授、小
路講師、馬場
講師、溝畑助
教、小林助
教、美濃助
教、助手ab)

県立こども
(西方助教)

(助手g)

第二協立
(田村准教授)

神戸市立中央
(助手f)

なでしこ
(岡本助教)

甲南(奥井助教)

協立温泉(鷲田助教)

協立温泉(鷲田助教)
関西労災
(横内教授)

関西労災
(岡本助教)

聖マリア
(西方助教)

13G 5名
西宮市立
(助手g) 明石市民

(助手e)

県立西宮
(牛越講師) 明石市民

(藤原講師)

関西労災
(岡本助教)

神戸徳洲会
(西方助教) 神戸市立中央

(助手f)

県立こども
(牛越講師)

甲南(奥井助教)
第二協立

(田村准教授)
西宮市立
(助手g)

県立こども
（下敷領教授）

協立温泉(鷲田助教)
神戸中央
(助手g)

関西労災
(横内教授)

明石市民
(藤原講師)

六アイ
(助手g)

明石市民(助手e)

赤穂市民
(岡本助教) 明石市民

(藤原講師)

六アイ
(助手g)

明石市民(助手e)

パルモア
(下敷領教授)

神戸徳洲会
(西方助教) 神戸市立中央

(助手f)第二協立
(田村准教授)

甲南(奥井助教)
聖マリア

(菅野講師)

3

明石市民(助手e)
県立西宮
(牛越講師) 明石市民

(藤原講師)

県立こども
(西方助教)

神戸市立中央
(助手f)

パルモア
(下敷領教授)

六アイ
(助手g)

第二協立
(田村准教授)

9 10 11 12 1 2
H27年度

2015-2016

4 5 6 7 8

甲南(奥井助教)
神戸中央
(菅野講師)

関西労災
(藤田教授)

なでしこ
(岡本助教)

協立温泉(鷲田助教)
明石市民
(丸山講師)

人

数 

日日 

医療看護実習Ⅱ（急性期） 

医療看護実習Ⅱ（慢性期） 

成育看護実習Ⅱ（小児） 

成育看護実習Ⅱ（母性） 

助産学実習※ 

公衆衛生看護活動論実習 公衆衛生看護管理論実習 

課題探究 

  

 総合実習 

（地域・在宅） 

養護実習A（養護実習B） 

2



学年・科目別授業進行表(1年次) 資料17

※平成30年度の月と週数で作成
年週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W １W 2W 3W 4W 5W

特別生物 非：上曽山博 木 3 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
特別化学 非：上曽山博 木 4 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
発達心理学 非：伊藤篤 木 2 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
看護学概論 野並 月 3 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
生活概論 東・野並・馬場 木 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
コミュニティヘルスケア看護技術演習Ⅰ 魚里・藤田・馬場・川喜田・福山 金 2 1 演習 30 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
人体のしくみと機能Ⅰ 兼担：加堂哲治 金 5 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
医療看護実習Ⅰ 玉木・横内・馬場・大谷・藤原・元木・牛越・奥井・鷲田 1 実習 40 40 1W

教職論 兼担：岸本芳信 木 5 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
教育基礎論Ⅱ 非：保田その 金 3 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
教育心理学Ⅱ 兼担：下司実奈 月 1 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
生命倫理 兼担：狩野恭 月 5 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
医療と法 非：七野敏光 金 4 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
食品学総論 兼担：吉川豊 金 1 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
コミュニケーション論（表現学） 非：笹原秀夫 木 5 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
生活援助論 馬場 月 2 1 演習 30 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
コミュニティ看護実習Ⅰ 東・馬場・福山・魚里・小路・藤田・川喜田・深山・小林・溝畑 1 実習 40 40 1W 1W
公衆衛生学 宇賀 木 3 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
人体のしくみと機能Ⅱ 兼担：加堂哲治 月 4 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
成育看護実習Ⅰ 内・菅野・丸山・下敷領・田村・牛越・岡本・西方 1 実習 40 40 1W 1W
教育社会学 非：保田その 金 3 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
教育行政学 非：和田清美 水 4 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
道徳教育の理論と実践 兼担：田中美紀子 水 1 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
特別活動論 兼担：佐藤浩樹 水 5 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1通 学びのグループゼミⅠ 全教員（助教除く） 金 1 1 演習 15 15 8 1 2 3・4 5・6 7・8

1前

1後

1単位
当たり
の時
間数

配当

年次 授業科目 教員氏名 曜日 時限 コマ増 時間数 コマ数

必
修
単
位

選
択
単
位

教
職
単
位

種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1



学年・科目別授業進行表(2年次)

※平成30年度の月と週数で作成
年週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W １W 2W 3W 4W 5W

薬理学 非：李英培 水 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
社会福祉・社会保障論 兼担：松﨑喜良 水 2 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
疫学 宇賀 月 3 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
実践看護論 野並 火 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
老年看護論 藤田 水 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
コミュニティケアシステム論 藤田・福山・藤原・丸山・牛越 火 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
疾病と治療Ⅰ 非：安田尚史 木 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
疾病と治療Ⅱ 非：佐古・高橋・眞庭・田中・吉田・水野 木 3 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
疾病と治療Ⅲ 兼担：加堂哲治 火 2 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
疾病と治療Ⅳ 非：橋本健志 月 2 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
医療ケアシステム論 横内・東・宇賀・兼担：加堂哲治 水 2 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8

水 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 13 14 15
木 1 ○ 10 12

精神看護論 玉木・大谷 木 2 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
養護概説 丸山 火 4 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
教育課程総論 兼担：岸本芳信 月 4 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
教育相談 兼担：谷山優子 水 5 2 講義 15 30 15 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

木 1 9 13
木 2 10 14
金 1 11 15
金 2 12
金 3 1 2 3 4 5 6 7 8
木 1 9 13
木 2 10 14
金 1 11 15
金 2 12
金 3 1 2 3 4 5 6 7 8

フィジカルフィットネス 非：野之上操 木 4 1 演習 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
火 1 1 5 9 13 17 21 25 29
火 2 2 6 10 14 18 22 26 30
金 1 3 7 11 15 19 23 27
金 2 4 8 12 16 20 24 28

コミュニティ看護実習Ⅱ（老年） 藤田・川喜田・深山 2 実習 40 80
月 1 9 13
月 2 10 14
火 1 11 15
火 2 12
火 3 1 2 3 4 5 6 7 8
月 1 9 13
月 2 10 14
火 1 11 15
火 2 12
火 3 1 2 3 4 5 6 7 8
月 1 1 3 5 7 9 11 13 15
月 2 2 4 6 8 10 12 14

医療看護実習Ⅱ（精神） 玉木・大谷 2 実習 40 80
疾病と治療Ⅴ 非：山崎峰夫 木 1 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
疾病と治療Ⅵ 非：西尾久英 金 5 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8

水 1 1 3 5 7 9 11 13 15
水 2 2 4 6 8 10 12 14
月 3 1 3 5 7 9 11 13 15
月 4 2 4 6 8 10 12 14
木 2 1 3 5 7 9 11 13 15
木 3 2 4 6 8 10 12 14
水 3 1 3 5 7 9 11 13 15
水 4 2 4 6 8 10 12 14

特別支援学校体験活動 丸山 1 実習 30 30
2通 学びのグループゼミⅡ 全教員（助教除く） 金 1 1 演習 15 15 8 1 2 3・4 5・6 7・8

特別支援学校体験活動（1W）

2W 2W 2W 2W

2W 2W 2W 2W

30

演習

演習 30 30 15感染免疫学② 宇賀

15

演習 30 30

演習 30 60

15

精神看護支援技術演習 玉木・大谷

小児看護論

母性看護論

治療看護論 元木

コミュニティヘルスケア看護技術演習Ⅱ 藤田・魚里・馬場・川喜田・福山

感染免疫学① 宇賀

特別支援学校体験活動（1W）

成育看護技術演習Ⅰ

生徒指導論（栄教・養教）

内

田村

内・菅野・下敷領・田村・牛越

兼担：榎元十三男

2 講義

15

教
職
単
位

種別
1単位
当たり
の時
間数

時間数授業科目 教員氏名 曜日 時限 コマ増 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月
必
修
単
位

選
択
単
位

コマ数 3月配当

年次 9月 10月 11月 12月

15

1

2 講義 15 30 15

演習 30 30

30 15

1 演習 30 30 15

1

2

2 講義 15 30

1 30 30

15

1

2前

演習 30

栄養代謝学① 兼担：加堂哲治 1 演習

30 15

2後

30 30 15

栄養代謝学② 兼担：加堂哲治 1
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学年・科目別授業進行表(3年次)

※平成30年度の月と週数で作成
年週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W １W 2W 3W 4W 5W

火 1 ○ 1 3
火 4 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月 1 1 2 3 5 7 8 9 10 11 12 13 14 15
火 1 ○ 4 6
金 1 ○ 5 7
金 4 1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 14 15
火 1 ○ 5 7
火 3 1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 14 15
水 1 ○ 1 3
水 2 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
水 1 ○ 3 5
水 3 1 2 4 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

家族看護論 内・藤田・大谷・横内・元木 木 2 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
女性の健康増進と看護 下敷領 木 3 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8

金 1 ○ 7 9
金 2 1 2 3 4 5 6 8 10 11 12 13 14 15

小児療養看護論 菅野 水 4 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
助産学概論 田村 金 3 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
人権教育 兼担：田中美紀子 2 講義 15 30 15

木 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 13 14 15
木 2 ○ 10 12
月 3 1 3 4 5 6 7 8
火 1 ○ 2
月 1 3 6
月 2 1 4 7
木 1 ○ 2 5 8
月 4 1 2 4 5 6 7 8
木 1 ○ 3
火 1 ○ 3
火 3 1 2 4 5 6 7 8
水 1 1 3 5 7 10 12 14
水 2 2 4 6 8 11 13 15
水 3 ○ 9
水 3 ○ 13
水 4 1 3 5 7 9 11 14
水 5 2 4 6 8 10 12 15
木 1 ○ 13
木 2 1 3 5 7 9 11 14
木 3 2 4 6 8 10 12 15
金 1 ○ 6
金 4 1 2 3 4 5 7 8
月 1 1 3 5 8
月 2 2 4 6
木 1 ○ 7
火 1 ○ 2
火 2 1 3 4 5 6 7 8
金 1 ○ 5
金 2 1 3 6 8 10 12 14
金 3 2 4 7 9 11 13 15

医療看護実習Ⅱ（急性期） 横内・藤原・藤田 3 実習 40 120
医療看護実習Ⅱ（慢性期） 横内・藤原・元木・奥井・鷲田 3 実習 40 120

3通 学びのグループゼミⅢ 全教員（助教除く） 金 1 1 演習 15 15 8 1 2 3・4 5・6 7・8

母性

母性
2 実習 40 80成育看護実習Ⅱ（母性） 下敷領・田村・牛越・岡本

小児 小児

小児
成育看護実習Ⅱ（小児） 内・菅野・丸山・西方 2 実習 40 80

3W
小児 小児

3W 3W 3W
3W 3W 3W

15 30 152

3W

母性

8

1

1

2

3前・後

在宅看護論

公衆衛生看護学概論

地域看護活動論

急性期看護論

慢性期看護論

治療療養支援技術演習

成育看護技術演習Ⅱ

看護情報学

予防看護論

保健統計学

公衆衛生看護活動論Ⅱ

公衆衛生看護活動論Ⅰ

3前

3後

老年看護実践方法論

こころの健康増進と看護

助産診断技術論

学校保健Ⅱ

学校保健Ⅰ

福山・魚里

魚里

小路

横内

藤原

教育方法の理論と実践

横内・藤原・元木

内・菅野・下敷領・田村・牛越

兼担：竹田和恵

東

馬場

宇賀

兼担：松﨑喜良

魚里

小路

川喜田

丸山

玉木

牛越

母性

小児

母性

小児

母性

小児 小児

母性

配当

年次 授業科目 教員氏名 曜日 時限

1単位
当たり
の時
間数

時間数 コマ数コマ増

必
修
単
位

選
択
単
位

教
職
単
位

種別 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

1

10月 11月 12月

2

2

2

2

2

1

講義

講義

講義

講義

講義

演習

1

1

2

1

2

1

講義

講義

講義 15 15

講義

講義

講義

講義

15

15

15 30 15

講義

講義

講義

講義

15 30

15

15 30 15

15 30

8

8

15

15

30 30 15

15 30

30 30 15

15 30 15

15 30 15

15 8

15

8

15

8

1

講義 15

社会福祉・社会活動論

15 8

演習

15 15

30 15

30

15丸山

15

15

集中講義

2

15

15

15
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学年・科目別授業進行表(4年次)

※平成30年度の月と週数で作成
年週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
月
週 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W 5W 1W 2W 3W 4W 1W 2W 3W 4W １W 2W 3W 4W 5W

国際保健 非：倉田誠 1 講義 15 15 8
木 3 1 3 5 7
木 4 2 4 6 8
月 1 1 5 9 13
月 2 2 6 10 14
火 1 3 7 11 15
火 2 4 8 12
月 3 1 3 5 7
火 3 2 4 6 8
水 1 1 3 5 7
水 2 2 4 6 8

公衆衛生看護活動論実習 魚里・馬場・小路・溝畑・小林・美濃 2 実習 40 80
公衆衛生看護管理論実習 魚里・小路・溝畑・小林・美濃 1 実習 40 40 1W

月 1 1 5 9 13 17 21 25 29
月 2 2 6 10 14 18 22 26 30
火 1 3 7 11 15 19 23 27
火 2 4 8 12 16 20 24 28
火 3 1 3 5 7
火 4 2 4 6 8

助産学実習 下敷領・田村・牛越・岡本 8 実習 40 320
全教員（宇賀・美濃除く） 4 実習 40 160
助産師担当教員 4 実習 40 160

水 3 1 5 9 13
水 4 2 6 10 14
金 3 3 7 11 15
金 4 4 8 12
金 1 1 3 5 7 9 11 13 15
金 2 2 4 6 8 10 12 14

看護倫理 野並・藤田・玉木・下敷領・菅野 木 3 1 講義 15 15 8 1 2 3 4 5 6 7 8
養護実習A 丸山・兼担：岸本・榎元 4 実習 30 120
養護実習B 丸山・兼担：岸本・榎元 2 実習 45 90

火 1 1 3 5 7 9 11 13 15
火 2 2 4 6 8 10 12 14

学びのグループゼミⅣ 全教員（助教除く） 金 1 1 演習 15 15 8 1 2 3・4 5・6 7・8

2 演習
2 実習
2 演習
2 実習

※８週間以上、法定の症例を満たすまで

助産師担当教員
演習30コマ

2W

2

総合実習（4W）

2

（前からの続き）

30

演習

15

助産学実習※

8

全教員（宇賀・助教除く）
実習10日間

演習30コマ

養護実習(3W)
養護実習(2W)

（前からの続き）

15

1 演習

15 30 15

30

1

講義

演習

講義

講義

8非：島田順子

丸山・兼担：岸本・榎元

災害看護

公衆衛生看護演習

公衆衛生看護管理論

助産管理

1

1

2

魚里

下敷領

1

4前

4通
課題探究

4後

健康相談活動 丸山

養護実習指導

医療英語

東・魚里・元木・玉木・横内・内・田村

小路

実習10日間

助産診断技術論演習 下敷領・田村・牛越

総合実習（地域・在宅）
総合実習（4W）

教職実践演習（養護教諭） 丸山・兼担：岸本・榎元 15

30

1月 2月配当

年次 授業科目 教員氏名 曜日 時限 3月時間数 コマ数 12月4月 5月 6月 7月 8月種別
1単位
当たり
の時
間数

10月9月 11月コマ増

必
修
単
位

選
択
単
位

教
職
単
位

講義

15

集中講義

演習

演習

15

30 30 15

15

1515

8

別途指示

別途指示

60

15 15 8

30 15

30

1
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